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9山田家正名誉教授 略歴および論文等
生年月日
1935(昭和10)年1月2日
出生地
東京都
学歴
!953年3月
1955年4月
1959年3月
1959年4月
1962年3月
1962年4月
1964年3月
東京都立青山高等学校 卒業
北海道大学教養部理類 入学
北海道大学理学部生物学科(植物学専攻)卒業
北海道大学大学院理学研究科修士課程植物学専攻入学
同修士課程修了
北海道大学大学院理学研究科博士課程植物学専攻入学
同中途退学
学位
1962年3月理学修士(北海道大学)
1975年3月理学博士(北海道大学)
職歴
1964年4月～1976年10月
1976年11月～1978年3月
1978年9月～1978年11月
1979年4月～1980年9月
1980年10月～1992年3月
1986年7月～1992年3月
1992年4月～2002年3月
2002年4月
2002年6月
北海道大学助手理学部(植物学)
北海道大学講師理学部(植物学)
日本学術振興会派遣研究員(ソ連邦科学アカデミー ・コマ
ロフ植物研究所(レ ニングラー ド)および海洋研究所(モ
スクワ)で海藻学の研究に従事
小樽商科大学助教授商学部(一 般教育,生 物学)
小樽商科大学教授商学部(一般教育,生物学)
小樽商科大学併設短期大学部主事,部長(3期)
小樽商科大学学長(3期 任期満了退任)
小樽商科大学名誉教授
北海道開拓記念館 館長(現在に至る)
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教育研究業績等
1著 書
1教 養生物学実験(教 養生物学実験編集委員会編).1984共立出版(分担執筆)
2藻 類の生活史集成(堀輝三編),1-3巻.1993-1994内田老鶴圃(分担執筆)
II学術論文
?
?
?
??
4
5
6
7
8
9
10
11
!2
13
14
15
16
テ ウ リ ア ナ メ の 生 態(単 著).1966.藻 類14(3):105-111.
コ ン ブ モ ド キ の 生 態 と構 造 に つ い て(共 著).1970.藻 類18(2)=49-53.
ObservationonSorellarOpensHOLLENB.inJapan,especiaUyonthedevelop-
mentofthereproductiveorgans.(単著)1971Phycologia,10(2&3):189-198
北 海 道 積 丹 半 島 の 海 産 植 物(単 著).1972.北 海 道 積 丹 半 島 ・小 樽 海 岸 海 中 公 園 調 査 報
告 書(北 海 道),31-43.
北 海 道 利 尻 島 産 の 日 本 新 産 種Syn'ngodermaazestraleLEVRINGウ ス バ オ オ ギ(新
称:褐 藻 ア ミ ジ グ サ 科)に つ い て(共 著).1974.藻 類22(2):58-62.
Localvariatipnin、4gantmcribrosumBORYonthecoastsofHokkaidoand
adjacentregions(単著)1974.J.Fac.Sci.,HokkaidoUniv.Ser.V(Botany),10(1):
32-47.
CrossingexperimentsbetweenfourlocalformsofAgarumo励zos%挽BORY
(Phaeophyta)fromHokkaido,northernJapan.(共著)1974.J.Fac.ScL,Hok-
kaidoUniv.,Ser.V(Botany),10(1):49-54.
PrasioladelicataSETCH.ETGARDN.(Chlorophyta)foundatAkkeshi,ineastern
Hokkaido.(共著)1974.J.Jap.Bot.,49(12):363-370.
マ リ モ の 分 布,形 状 と生 息 量(共 著).1976.「 特 別 天 然 記 念 物,阿 寒 湖 の マ リモ の 生
育 状 況 と環 境(黒 木 宗 尚 編)」,1-21.,
マ リ モ 生 育 地 の 水 草(共 著).1976.「 特 別 天 然 記 念 物,阿 寒 湖 の マ リモ の 生 育 状 況 と
環 境(黒 木 宗 尚 編)」,23-29.
ComparisonofthebladestructureinfourformsofAgaramcribrostzmandA.
oharaense(Phaeophyta)(単著).1977.Bu11.Jap.Soc.Phycol.25Supp1.(Memorial
IssueHonouringtheIaゼeProf.YukioYAMADA),403-412.
MorphologyoftheyoungplantofPorphyraampldSsima(Kjellman)Setchelland
Hus.(共著).1979.昭 和53年 度 文 部 省 科 研 費(一 般C,No.254229)研 究 成 果 報 告 書
「北 方 域 に お け る海 藻 の 種 分 類 学 的 研 究 」
知 床 半 島 東 岸 ラ ウ ス 海 域 の 海 藻 相 とそ の 植 生(共 著).1979.「 羅 臼 漁 業 協 同 組 合 編,
ラ ウ ス 海 域 の コ ン ブ に 関 す る綜 合 調 査 」 】V,1-77.
BenthicMarinealgalvegetationalongthecoastsofHokkaido,withspecial
referencetotheverticaldi3tribution.(単著),1980.J.Fac.Sci.,HokkaidoUniv.,
Ser.V(Botany),12(1):11-98。(学位 論 文)
OnGloeophycusleoreanumI.K.LEE&YOO(Rhodophyta,Gloiosiphoniaceae)in
Hokkaido(共 著).1980.Jap.J.Phycol.28(2):97-104.
日 本 海,北 部 太 平 洋 沿 岸 及 び そ の 隣 接 す る 海 域 に お け る 褐 藻 ア ナ メ(Agamm6ゆ
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broszamBORY)の種 内分 類 群(単 著).1980.小樽 商 科大 学 「人 文研 究 」 第60輯:
109-128.
17紅 藻 ア リュー シ ャ ン ノ コギ リ ヒバ につ い て(共 著).1980.藻類28(3):183-189.
18TaxonomicnotesonOdonthaliaochotensis(Rupr.)J.AG。andσkamtschatica
(Rupr.)J.AG.(Rhodophyta).(共著).1981.ActaPhytotaxonomyandGeobotany.
32(5&6):165-173.
19褐 藻Agantm(アナ メ)属2品 種 の分 布境 界 域 にお け る種 分 化 に 関す る考 察(単 著 一
分 担 研 究).1984.昭和58年 度 文 部 省 科 研 費(研 究 代 表 者 館 脇 正 和:総 合A,No.
58340038)研究 成 果 報 告 書 「有 性 繁殖 を行 う藻類 の種 個 体群 にお け る生 活 環 制御 様 式
と種 の分 化 」,43-48.
20昭 和60,61年度 「特別 天 然 記 念物 阿 寒 湖 の マ リモ の生 育 状 況 」調 査 報 告書(共 著).
1986.阿寒 町.1-54.
21昭 和63年 度 「阿寒 湖 の マ リモ 調 査 」事 業 報 告書(共 著).1988.マリモ調 査 研究 会.
1-12.
22昭 和64(平 成 元)年 度 「阿寒 湖 の マ リモ 調 査事 業 報 告 書 」(共著).1990.マリモ調 査
研 究 会.1-17.
23TheSpecificIdentityandtheLifeHisoryofJapaneseSyn'ngoderma(Syringoder-
matales,Phaeophyceae).(共著).1990.Bot.Mag.Tokyo,103(1071):325-334.
24平 成2年 度 「阿寒 湖 の マ リモ調 査 」事 業 報 告 書(共著).1991.マリモ調 査研 究 会.1-26.
総述および雑報
?
?
?
?
?
?
?
?
」
?
?
褐 藻 アナ メ属 の分 類 に つ い て.1973.自然 分類 第5号,11-24.
海 藻 の垂 直分 布.1975.自然 科 学 と博 物 館42(1):49-53.
ソ連 科 学 ア カ デ ミー 付 属 コマnフ 植 物 研 究 所.1979.藻類27(2):103-105.
新 著 紹 介:K.L.Vinogradova(1979)著「ソ連 邦 極 東 沿岸 産 海 藻 の分 類 」.1980.藻類
28(1):28。
新 著 紹 介:1.K。LEE(1978)著「StudiesonDhodymenialesinHokkaido」.1980.
産 学 連 携 の 視 点 か ら.2000.山田 幸 男 先 生 生 誕100周 年 記 念 寄 稿 集,藻 類48(3):
223-224.
学会発表
1釧 路・厚岸沿岸の漸深帯に生育する海藻の垂直分布.1967.日本植物学会第32回大会.
2北 海道沿岸に生育するアミジグサの周年観察(共同報告).1967.日本植物学会第32回
大会.
3北 海道沿岸に生育する褐藻アナメ属(Agarzam)の形状について.1969.日本植物学会
第34回大会
4知 床半島の海藻についてII.海 藻群落(共同報告).1970.日本植物学会北海道支部
第21回,日本生態学会北海道地区第12回合同大会
5北 海道東部における海藻の分布について(予報),(共同報告).1972.日本植物学会第
37回大会.
6阿 寒湖のマリモについてII.生 育分布と現存量(共同報告).1975.日本植物学会北
海道支部第24回大会.
ヱ2 人 文 研 究 第105輯
7阿 寒 湖 のマ リモ の現 状,特 に分 布 と形 状 につ い て(共同 報 告).1975.日本 植物 学 会 第
40回大 会.
8DistributionpatternsofbenthicmarinealgaeonthecoastsofHokkaido,northern
Japan.1977.IXthInternationalSeaweedSymposium,SantaBarbara,California,
U.S.A.
90nthebrownalgalgenusPo!ytretus(Ectocarpaceae)foundfromJapan.(withM.
Kurogi).1977.IXthInternationalSeaweedSymposium,SantaBarbara,Califor-
nia,U.SA
10広 尾 周 辺 の海 藻 フu一 ラ(共 同 報告).1978.日本 植 物学 会 北 海 道 支部 第27回 大 会.
11褐 藻 アナ メ属 の分 布 につ いて.1979.日本植 物 学 会 第44回 大 会.
12紅 藻Glo勿 勿6%s属(イ トフ ノ リ科)の 性 質(共 同報 告).1980.日本 藻 類 学会 第2回
春 季 大 会.
13F.R.Kjellman(1897)のJapanskaarterafslagtetPo勿勿 勉(ア マ ノ リ属 の 日本 新 産
種)の 原標 本 の観 察 と新 知 見(共 同報 告).1986.日本藻 類 学 会第6回 春 季大 会.
14日 本 産 褐藻 ウ スバ オ オ ギ(Syringodermatales)の分類 と生 活 史(共 同報 告).1990.
日本 藻 類学 会 第14回 大 会.
その他の著書等
1「 小 樽 商科 大 学 」.有 馬朗 人 他編 「国立 大 学 ル ネ ッサ ンス,第2巻 」.分担 執筆,1995.
同文 書 院.
2「 地 方 国立 大 学 の 使命 と戦 略 」.2000.第43期一 橋 フ ォー ラム21(平成12年2月29日
如 水 会館)に お ける講 演 記 録(平 成12年5月,如 水 会発 行).
3「 国 立 大学 の統 合 問題 一 単 科大 学 の立 場 か ら考 え る」.2002.IDE現代 の教 育,No.
435(2002年1月号 一 大 学構 造 改 革 を考 え る):42-45.
そ の他(文 部 時 報 な ど)
所属学会
日本植物学会,日 本藻類学会(庶務,会 計幹事,評 議員),国際藻類学会,日本植物分類
学会
その他の社会活動
?
?
?
?
?
?
?
?
?
文部科学省 国立大学等の独法化に関する調査検討会議(財務会計制度委員会)委員
国立大学協会理事,設置形態特別委員会委員等
独立行政法人国立科学博物館 外部評価委員会委員
北海道大学先端科学研究センター外部評価委員会委員(委員長)
室蘭工業大学運営諮問会議委員
北海道総合開発委員会委員
北海道科学技術審議会委員
千歳川治水対策検討委員会委員(委員長)
北海道地域人材支援検討委員会委員(委員長)
その他
